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研究成果の概要（和文）：大都市圏都心部では、近年ヒートアイランド現象、集中豪雨に伴う土砂災害・内水氾
濫被害、地震・津波等の大規模災害の発生といった環境問題が顕在化している。本研究では、人口構成の動態を
踏まえ、緑地の量・質の双方から生態系サービスと管理コストを適切に評価・配分する緑地計画手法論を構築す
ることを目的に、以下の6点を行った。 (1)自然立地を基盤とした地区区分、(2) 微地形と土地被覆によるマト
リクス類型、(3)サービスの指標設定、(4)管理コストの指標設定、(5)将来人口予測に基づくサービスと管理コ
ストの適正配分による緑地計画、(6)多主体連携型の都市環境マネジメントの社会実装。

研究成果の概要（英文）：In recent years, environmental problems such as the heat island phenomenon, 
sediment-related disasters and inland flood damage caused by torrential rains, and large-scale 
disasters such as earthquakes and tsunamis have become apparent in central metropolitan areas. In 
this study, the following 6 points were carried out for the purpose of constructing green 
infrastructure planning methodology that appropriately evaluates and allocates ecosystem services 
and management labor accounts from both the quantity and quality of green infrastructure based on 
the dynamics of population composition.  (1) District division based on natural location, (2) Matrix
 type based on microtopography and land cover, (3) Creating service index, (4) Creating management 
cost index, (5) Service based on future population forecast Green infrastructure planning by 
appropriate allocation of management costs, (6) Social implementation of multi-center cooperation 
type urban environment management. 

研究分野： 都市計画・緑地計画・景観生態学

キーワード： グリーンインフラ　多面的機能　管理作業量　人口減少　適正配分　マトリクス　多主体連携型マネジ
メント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、名古屋市名東区藤巻町（里山共生住宅地）・北名古屋市（都市農業）において、名古屋市内都市公
園等を対象とし、都市公園・二次林・農地等の景観要素別の「景観向上機能」や「健康促進機能」「防災」等の
多面的機能の評価と合わせ、その主体別、単位面積あたりの「管理作業量」に関する定量的評価を行い、人口減
少の制約下でサービスを最大化しコストを配分する枠組みを提示した点が、最も学術的な意義の大きい点であ
る。以上の地域では、地域構想へも反映され、社会実装の段階にも入っている。さらに、これらの成果は、ドイ
ツやイタリア等の国外研究者との情報交換も行い、国際論文・著書の出版、国際学会での受賞につながった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
大都市圏都心部では、近年ヒートアイランド現象、集中豪雨に伴う土砂災害・内水氾濫被害、地
震・津波等の大規模災害の発生といった環境問題が顕在化している。その中で、土地の自然立地
的特性を読み解き、緑地の多面的機能を活かしながら自然共生型の都市空間を形成することは、
21 世紀の根幹的な課題である。しかしながら、人口縮退時代に突入し、基礎自治体の財政難や
少子高齢化による緑地管理の担い手減少に伴い、緑地の減少や質的劣化が生じてきている。こう
した中で、人口構成の動態を踏まえ、緑地の量・質の双方から多面的機能（サービス）と管理コ
ストを適切に評価・配分する緑地計画手法論を構築することが急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、名古屋都市圏を対象に、以下の 6 点を行い、自然立地を踏まえたサービスと管理コス
トの適正配分に基づく緑地計画論の基礎的知見を得ることを目的とする。 (1)自然立地を基盤と
した地区区分、(2) 典型地区における微小地形と土地被覆によるマトリクス類型、(3)マトリクス
類型別サービスの指標設定、(4)マトリクス類型別管理コストの指標設定、(5)将来人口予測に基
づく地区スケールでのサービスと管理コストの適正配分による緑地計画手法の構築、(6)多主体
連携型の都市環境マネジメントの社会実装。 
 
３．研究の方法 
(1)自然立地による地区区分・(2)微小地形と土地被覆の相関分析によるマトリクス類型： 

名古屋都市圏の土地条件図、環境省自然環境保全基礎調査(25000 分の 1)、DEM データ(1m)、
航空写真(H18 年度)、名古屋市都市計画基礎調査、緑の実態調査データ等を整理し、また GIS 解
析に基づく小流域や中地形の区分、DEM データを用いた微小地形分類の基礎分析、微小地形と土
地被覆を組み合わせたマトリクス類型を行う。 
 
(3)多面的機能（サービス）の指標設定： 
マトリクス類型別の典型的な対象地において、特に重要と考えられる指標に着目し、①気候調

整・②雨水流出抑制・③文化的景観・④防災の 4 つの機能の指標設定を行う。①気候調整・②雨
水流出抑制については、都市気象・雨水流出シミュレーションモデル・土地被覆別の流出量の実
測結果を基に、トリクス類型（微小地形・土地被覆）別の雨水流出抑制の指標を体系化する。③
文化的景観については、住民・大学院生の協力によるマトリクス類型印象評価（SD 法）・利用に
関するアンケート調査を実施する。またマトリクス類型別の統計解析のため、被験者数が十分な
数でのオンラインアンケート調査を行う。④防災については、震災・津波被害（南海トラフ地震）、
土砂災害被害の危険度データが基礎自治体（県・市）において整備されている。これを提供頂き、
マトリクス類型別に指標として整理する。 
 
(4)管理コストの指標設定 
本研究では、「管理作業量」という「ある緑地類型を維持管理するために、年間で 1 アールあ

たり何人が何時間の労働時間を投下しているか(人×時間÷面積)」という単位面積あたりの労
働量を示す指標を活用し、マトリクス類型別にヒアリング・各種資料から、体系的にまとめる。
また、ある緑地に対し、多主体が維持管理を行っている場合、年間合計値を出す必要があるが、
地区区分別の行政・近隣住民・NPO 等の情報を整理し、関係主体マップ作成・管理コストのヒア
リングを効率的に進める。 
 
(5)将来人口予測に基づく地区スケールでのサービスと管理コストの適正配分による緑地計画
手法の構築・(6)多主体連携型の都市環境マネジメントの社会実装： 
将来人口予測を行い、地区別の管理可能人口を推定した上で、そのコスト内でサービスを最大

化する適正配分型の土地利用計画を提示する。さらに、具体的対象地において、行政・地域住民
とワークショップ形式で議論を行い、サービスとコスト評価指標の提示や、将来人口予測に基づ
く緑地計画の複数シナリオを随時提示し、実態に即した知見を研究成果へとフィードバックす
る。また、これらの成果をライプニッツ生態都市・地域開発研究所、カターニャ大学と情報交換
し、日独伊の比較から、国際的緑地評価指標・制度体系の比較を行い、人口減少時代における緑
地計画の体系化を行う。 
 
４．研究成果 
（1）名古屋市名東区藤巻町における二次林の管理コストと景観選好性の評価による緑地管理計
画の策定、地域への社会実装 
 名古屋市名東区藤巻町（図-1）は名古屋市東部丘陵地に位置する長期未整備公園緑地のひとつ
である。面積約 30ha、世帯数 201 世帯、人口 431 人であり、民有地が約 50％と長期未整備公園
緑地の中でも比較的民有地の割合が高く、緑地と住宅地が密に混在している。戦後より 70 年生



の広葉樹林を中心とした里山起源の緑地を有しているが、近年、里山的利用の衰退に伴う緑地の
質の低下が見られ、倒木や景観の悪化等の課題が顕在化している。そこで近年、自治会を中心と
して、行政・地域住民の役割分担による緑地管理体制づくりが活発に進められ、2014－2016 年
度にかけて、まちづくり検討会の中で議論が行われ、将来の緑地管理計画を策定する段階に入っ
ており、先進的事例として注目されている。さらに、藤巻町の中央部を東西に走る地下高速道路
上部では、近年数年間で集中的な管理が実現している一方で、藤巻町南部のアクセス性が悪いエ
リアにおいては、管理が不十分なエリアが分布する。本研究において、藤巻町の主要な面積を占
める二次林（広葉樹林）を研究対象とした。①里山起源の二次林を類型化した上で、景観選好性
と管理労力の両方を定量的に評価し、②地域における若い世代も含めた潜在的な提供しうる管
理労力を制約条件とし、景観選好性を最大化する管理労力の配分による空間計画の手法構築を
行った。以上の研究成果は、査読付き論文（日本都市計画学会論文集）としての採択・英文書籍
へと展開するとともに、藤巻町の地域将来構想（図-2）の中に反映され、緑地計画の指針として
盛り込まれ、社会実装へと展開が進んでいる。 
 

 
図-１．名古屋市名東区藤巻町       図-2 藤巻のさと構想 

  
（2）北名古屋市における農地の管理コストとサービスの適正配分による利用者―所有者のマッ
チング評価 
長期的な人口減少に差し掛かった日本では、コンパクト＋ネットワークによる集約連携型都

市構造が目標とされている。そうした状況下では、市街化調整区域内の農地のみならず、市街化
区域内の生産緑地等は、都市域に残された貴重なオープンスペースとして保全・活用すべきであ
り、農地の多面的機能の活用が注目されている。しかしながら、全国的な農家の高齢化や担い手
減 に伴い農地の維持・管理負担の増大により、生産緑地も指定解除が増加する等、その持続的
な管理は困難な状況にある。都市農業等の レクリエーショナルな需要の増加や、都市における
防災性の担保等、 都市住民の需要は多様化しており空間的・社会的特性に合わせて都市全体で
需要と供給のバランスを取りながら農地を管理・利用していくための枠組みが必要とされてい
る。そこで本研究では、愛知県北名古屋市（図―3）を対象に、①農地所有者による管理労力の
評価を踏まえた都市農業としての農地の活用可能性評価（供給側）、農地の防災機能と農地所有
者の維持・貸与意向、都市農業としての農地適性評価を行い、対象地における空間分布を示した。
さらに、②都市住民による都市農業の利用可能性（需要側）の検討として、統計情報・アンケー
ト調査等を活用し、利用者個人属性別都市農業の需要を算出し、対象地における空間分布を可視
化した。③以上より、供給分析と需要分析の得られた結果から、都市農業の需要と供給を比較評
価し、地図上で段階的にマッチングする（図―4）シナリオ型のフレームワークを構築した。以
上は北名古屋市との連携の元実施し、都市計画マスタープランや緑の基本計画の実践の上で反
映されている。 

 

 

図-３．愛知県北名古屋市          図-４．供給と需要の差分マップ 



（3）名古屋市・カターニャ市（イタリア）における都市公園のサービス評価・アクセシビリテ
ィの比較分析 

イタリア・カターニャ市と日本・名古屋市の国際比較として、多様な利用目的を持つ利用者（高
齢者・子供）の者の都市公園・緑地へのアクセシビリティと都市公園・緑地の有する多面的機能
とのネットワーク分析によるアクセシビリティ評価（図－５）による、ギャップ分析と将来提案
を行った。また、都市公園・緑地の現地アンケートを実施し、シミュレーションと現実の利用者
選好性との比較分析も行っている。以上の一連の研究は、IALR(国際景観生態学会)等の主要国際
学会において 4 回の発表・議論が行われるとともに、国際論文として採択され、2021 年 5 月時
点で引用回数が 35 回に達している。また、イタリア・日本の国際共同書籍に発展し、出版され
た。 

図-５．名古屋市・カターニャ市の都市公園の利用者別アクセシビリティ評価 
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